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２．主な取組と構成事務事業一覧

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課
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③

④

1
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4

R5決算額

社会教育委員設置事業 生涯学習課

1,129       1,240       

計画概要 策定年月

京丹後市子どもの読書活
動第三次推進計画

本市の将来を担う子どもたちが、今後も更に本に親しみ、生涯に
わたる読書習慣を身に付けることができるように、子どもの読書活
動を総合的かつ計画的に推進するために策定

令和2年3月
令和2年度～
令和6年度

　はたちを迎えた一人ひとりが、夢と希望をもって自立的に未来を切り開き活躍することを願うとと
もに、郷土への愛着を醸成することを目的に、記念式典を開催する。

はたちを祝う式典開催事業 生涯学習課

1,254       

※各事業の成果・課題について
は、別紙決算附属資料参照

1．生涯学習の体制づくり 決算額 （単位：千円）

R6予算額
主な取り組み

R4決算額

364          

市民の多様な学習ニーズや地域課題に対応するため、学習内容の評価・検証や情報提供等を進めます。

1,012       589          

481          

事務の改善

市民の自主的かつ自発的な学習の場である図書館の機能の充実と利用の促進を図ります。

1,128       

生涯学習課

35,820     32,854     32,568     現状維持　教育委員会内に中央公民館を設置し、地域住民の学習及び交流活動の拠点となる地域公民
館及び地区（自治）公民館を統括、支援するとともに、公民館関係職員の研修機会を設ける。

京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書（内部評価結果）
担当課

5 生涯にわたる豊かな学びを支援します

第2次京丹後市総合計画
市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想」
と、その構想を実現するための各種施策を総合的、計画的に体
系化した「基本計画」

平成27年3月
平成27年度～
令和6年度

基本的方針
　まちづくりや福祉等多様な分野の関係部局、また学校園、保護者、地域住民、企業、大学等の多様な主体との協働により、住民相
互のネットワークづくりを進め、子どもから大人まで、だれもが生涯にわたり学び続けることができ、その成果を地域社会に還元する
ことのできる環境づくりを進めます。

担当課長
生涯学習課 松本　優

重点目標

計画名称 備考

改善・効率化

青少年教育事業 生涯学習課

中央公民館管理運営事業

現状維持　本市の将来を担う青少年が心豊かに成長することができるよう、地域の青少年を守り育てる活動
及び団体を支援する。

計画期間

１．生涯学習の体制づくり

３．社会教育施設等の整備充実

市民の多様な学習ニーズや地域課題に対応するため、学習内容の評価・検証や情報提供等を進めま
す。

市民の自主的かつ自発的な学習の場である図書館の機能の充実と利用の促進を図ります。

市民の身近な学習及び交流の拠点である中央公民館及び地域公民館の活動の充実を図るとともに、地
区公民館との連携を強化することによって、地域での公民館活動を支援します。

多様化する地域課題に対応するため、地区公民館機能を含む新たな地域コミュニティ組織の立ち上げな
ど、公民館と地域コミュニティのあり方について見直しの検討を進めます。

人権啓発推進協議会の活動の充実を図るとともに、関係機関と連携しながら、人権に関する正しい理解
と認識を高める活動を進めます。

さまざまな人権問題について関係法律の理念にのっとり、正しい理解と認識を深めるため、学校園、家
庭及び地域など、身近な場での学習機会の充実と促進を図るとともに、関係機関・団体と連携し、職員及
び指導者の資質向上を図るための学習機会の提供に努めます。

公民館や図書館等をはじめとする社会教育施設の設備・機能の充実を図り、社会教育の実践活動を行
う環境整備を進めます。

老朽化が進んでいる社会教育施設は、利用者の安全・安心に資するため、計画的な整備改修を検討し
ます。

市民の情報拠点であり、憩いの場である市立図書館の今後のあり方について、検討を進めます。

２．人権教育の推進

評価を踏まえた
今後の方向性

現状維持

市民の身近な学習及び交流の拠点である中央公民館及び地域公民館の活動の充実を図るとともに、地区公民館との連携を強化することによって、地
域での公民館活動を支援します。

多様化する地域課題に対応するため、地区公民館機能を含む新たな地域コミュニティ組織の立ち上げなど、公民館と地域コミュニティのあり方について
見直しの検討を進めます。

383          

 【参考】施策に関連するその他の計画

　社会教育行政全般について調査・研究及び審議し、答申及び建議を行うとともに、地域の諸課
題や市民の要望を反映した社会教育事業を展開するため、社会教育委員を設置する。

ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴＰＬＡＮ

ＰＬＡＮ
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↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

5

6

7

8

9

10

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

11

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

③

12

13

14

15

16

17

1

2

地区公民館管理運営事業

峰山いさなご施設管理運営事業

　農業・農村の活性化を目的に設置したアグリセンター大宮を、地域づくり、農業経営体及び地
域リーダーの育成、さらには地域住民の福祉や健康の増進を目的とした各種イベントや講演会な
どに有効活用できるよう適切に維持管理する。

1,191       現状維持

17,365     現状維持

現状維持33,471     39,846     

3,593       

公民館一般経費 生涯学習課

31,824     
　地域公民館配置の会計年度任用職員任用経費及び公民館運営に係る事務局経費

社会教育総務一般経費

人権啓発推進協議会の活動の充実を図るとともに、関係機関と連携しながら、人権に関する正しい理解と認識を高める活動を進めます。

現状維持
　生涯学習の拠点施設として、市民の読書、調査研究等の要求に応えるよう、様々な資料・情報
を収集、整理・保存し、提供するための図書館・図書室の運営及び環境を整える。　また、子ども
の読書活動推進のため、保育所・こども園、学校、地域、ボランティアなどと連携し、子どもから大
人まで幅広く利用者の拡大を図るための各種の行事等を企画・運営する。

事務の改善

R5決算額

決算額 （単位：千円）

主な取り組み
R4決算額

1．生涯学習の体制づくり

評価を踏まえた
今後の方向性

26,337     25,559     29,409     

地域公民館管理運営事業【繰越】 生涯学習課

-             2,750       -             　社会教育活動、生涯学習等を行う拠点として、峰山、丹後及び弥栄の各地域公民館の管理運
営を行う。

現状維持

4,041       

生涯学習課

67,036     75,113     

R6予算額

生涯学習課

3,135       

決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み

　高齢者の社会参加を促進し、健康づくり、仲間づくり、生きがいづくりに貢献するとともに、その
知識や経験を活かした地域活動を推進するため、高齢者の学習と交流の機会を提供する。

2,448       -             統合（整理）

生涯学習課

　社会教育を基盤とした人づくり・つながりづくり・地域づくりをめざして各町に地域公民館を設置
し、地域の身近な課題や生活課題等に即した学習機会を提供し、学習環境の整備・充実を図る
ほか、社会教育活動、生涯学習及びコミュニティ活動を行う拠点として、峰山地域公民館、丹後
地域公民館、弥栄地域公民館施設の管理運営を行う。

地域公民館管理運営事業

高齢者教育事業

R4決算額 R5決算額

さまざまな人権問題について関係法律の理念にのっとり、正しい理解と認識を深めるため、学校園、家庭及び地域など、身近な場での学習機会の充実
と促進を図るとともに、関係機関・団体と連携し、職員及び指導者の資質向上を図るための学習機会の提供に努めます。

159          178          　人権が尊重され、誰もが自分らしく生きることのできる社会の実現に向け、あらゆる人権問題に
ついての正しい理解と認識を深めるための学習機会を提供するなど人権教育を推進する。

現状維持

78,181     

現状維持

２．人権教育の推進

R6予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

生涯学習課

3,366       

図書館管理運営事業

　会計年度任用職員の配置等、社会教育事業全般に関する事務局経費

３．社会教育施設等の整備充実

人権教育事業 生涯学習課

224          

事務の改善

　地域住民の身近な生涯学習・地域活動の拠点である、網野地域の地区公民館を維持・管理す
る。

生涯学習課

公民館や図書館等をはじめとする社会教育施設の設備・機能の充実を図り、社会教育の実践活動を行う環境整備を進めます。

老朽化が進んでいる社会教育施設は、利用者の安全・安心に資するため、計画的な整備改修を検討します。

市民の情報拠点であり、憩いの場である市立図書館の今後のあり方について、検討を進めます。

4,106       4,448       縮小

R4決算額 R5決算額 R6予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

4,329       

主な取り組み

決算額 （単位：千円）

10,614     

210,727    

生涯学習課

現状維持

221,050    

生涯学習課

　活力のある長寿社会の実現に向けて、生きがいづくり、ふれあい交流づくり及び健康づくりの場
を提供し、生涯学習の推進を図るため、大宮ふれあい工房（陶芸、染色体験施設）及びふれあい
スポーツ広場等を管理運営する。

9,400       

7,146       

　親子のふれあいを含めた世代間の交流体験施設として、生涯学習の機会を提供することによ
り、市民の生きがいづくり及び健康増進を図るため、峰山林業総合センター（木工体験施設）、い
さなご工房（陶芸体験施設）、いさなごコート（屋根付ゲートボール場）を管理運営する。

9,673       

生涯学習課ｱｸﾞﾘｾﾝﾀｰ管理運営事業

16,830     

現状維持

9,052       

1,170       1,261       

計

7,018       現状維持

228,900    

生涯学習課

　網野町橘地区における生涯学習及びコミュニティ活動の拠点として当該施設を管理運営し、地
域住民に各種活動の場を提供するとともに、施設の利用の促進を図る。

ﾏｽﾀｰｽﾞﾋﾞﾚｯｼﾞ管理運営事業

たちばな会館管理運営事業

16,591     

生涯学習課

1,364       1,896       

網野教育会館管理運営事業

1,731       　教育及び地域の文化活動・生涯学習の拠点として当該施設を管理運営し、地域住民の各種活
動の場を提供するとともに、当該施設の利用の促進を図る。
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３．教育振興計画で掲げている主な目標指標

年度

R6

R6

R6

R6

R6

R6

R6

４．施策の進捗状況の評価と今後の課題［基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか］

予定以上に進んでいる

予定どおり進んでいる

少し遅れている

大幅に遅れている

令和５年度成果と今後の課題

H25 21

H25 R5

　まちづくりや福祉等多様な分野の関係部局、また学校園、保護者、地域住民、企業、大学等の多様な主体との協働により、住民相互のネット
ワークづくりを進め、子どもから大人まで、だれもが生涯にわたり学び続けることができ、その成果を地域社会に還元することのできる環境づくり
を進めます。

789高齢者大学の参加者数 人 646

729

29 H25

実績値（現状）

R5

目標値

主な目標指標

目標指標 単位

10

青少年の体験活動事業数

2 H25 12

7.06.17

3,775

事業

地域公民館施設の利用回数 回
4,308

（令和元年度）
※改正時追加指

標

R1 R5 7,000

図書の年間貸出冊数（市民１人当たり）

進捗状況区分 評価

冊 5.2 H25 R5

×

◎

○

▲

《青少年の体験活動事業数》
　青少年の健やかな成長を促す体験活動や地域活動を支援することができた。今後も市青少年健全育成会等関
係団体のほか、社会教育団体や学校、地域と連携・協力をしながら、より効果的な学習・体験の機会を提供する。

《趣味・教養講座数》
　社会教育を基盤とした人づくり・つながりづくり・地域づくりを目指して、地域の身近な課題や生活課題等に即した
学習機会を提供することができた。今後は新たなコミュニティ組織の中で地域の特色を活かした魅力ある講座を開
講し、社会教育活動を推進していく必要がある。

《地域課題学習講座数》
　各町公民館連絡協議会や地域公民館を中心に地域の現状把握や課題共有に努め講座を実施している。京丹
後市の歴史や自然について学ぶ講座が好評であり成果をあげている。
　新たなコミュニティ組織へ移行する地域においても、公民館活動や生涯学習活動など地域課題を解決する取組
を継続できるような仕組みを構築する必要がある。

《高齢者大学の参加者数》
　生きがいづくり、健康づくり、仲間づくりの機会を提供し、高齢者の社会参加の促進と生きがいづくりに寄与するこ
とができた。受講者数減少、講座内容の硬直化等の課題を改善するため、今後、高齢者大学の在り方について検
討していく必要がある。

《人権学習会の参加者数》
　人権講演会や人権映画会、障害者交流研修会等を通じて、人権学習の機会を提供することができた。社会情勢
が目まぐるしく変化する中、人権問題は年々多様化かつ複雑化しており、その態様を的確に把握し、効果的な学習
機会を提供し啓発を広げていく必要がある。

《図書の年間貸出冊数（市民１人当たり）》
　計画どおりに各種行事を実施することができ、市民の読書推進を図ることができた。また、貸出システムの更新を
行い、Web利用者カードや返却予定日通知メール等新たなサービスを開始したが、貸出冊数、図書館行事への参
加者数が減少傾向にあるため、引き続きサービス等について周知、工夫に努める必要がある。また、図書館（2
館）、図書室（4室）の運営体制やサービスについて、ニーズ把握に努め、対応を検討していく必要がある。

《地域公民館施設の利用回数》
　市民に学習機会を提供することで、社会教育活動を推進することができた。一方で、貸館施設の利用者数はコロ
ナ禍前に戻りつつある兆しはあるものの、コロナ禍で活動が止まった団体等もあり、今後の市民活動の活性化に努
める必要がある。引き続き、社会教育活動や生涯学習及びコミュニティ活動を行う拠点として管理運営を行い、地域
の身近な課題、生活課題等に即した学習機会の提供に努める。
　丹後地域公民館は、令和2年度に耐震改修工事が完了したが、他の施設についても老朽化に伴う計画的な維持
管理が課題となっている。

※平成30年12月丹後地域公民館耐震強度不足のため貸館休止、平成30年12月から令和元年10月までは丹後庁
舎を、10月から令和3年3月までは丹後庁舎と旧豊栄小学校を代替施設として使用した。
※平成30年度～令和2年度の数値は、代替施設の数値を含めた数値。

▲

年度

52

計画作成時

基本的方針

1,200

R5趣味・教養講座数 事業

人権学習会の参加者数 人 R5

事業 42

1,000

R5

35

年度

60

地域課題学習講座数

820 H25

ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ
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５．今後の施策展開の考え方（令和６年度での主な取組）

3
　必要な修繕の実施を行うなど、利用者が安心・安全に利用できる環境を整備し、併せて利便性
の向上を図るとともに、今後の施設の在り方を検討する必要がある。

施策展開の考え方

1
　新たな地域コミュニティへの移行が始まる中、公民館体制及び新たな地域コミュニティにおける
公民館活動の推進について、地域や関係機関等との協議等をていねいに進める必要がある。併
せて都市拠点整備の中で新たな図書館のあり方について検討する。

2
　人権講演会の参加者が固定化傾向にあるため、講演の内容について、同和問題など継続的な
課題はあるものの、インターネットによる人権侵害や自己実現、幸福追求など新たな人権課題に
も目を向けながら、幅広く人権について考える機会を提供していく。

区分 No. 具　体　的　内　容

ＡＣＴ
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10

02

04 76.1 %

01

27

93.7 %

10

01

27

04

02

81



10

02

04 90.9 %

02

27

10

01

04 99.7 %

03

27

82



10

03

04 95.4 %

02

27

10

03

04

02

27

98.0 %

83



27

04 100.0 %

03

10

02

10

50

04 99.4 %

03

27

84



10

01

04 99.6 %

04

27

10

50

04 98.6 %

01

27

85



10

06

04 59.1 %

02

22

10

03

04 96.2 %

03

27

86



10

01

04 96.6 %

06

27

10

02

98.5 %

06

27

04
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06

03

01 99.7 %

02

02

10

03

04 98.3 %

06

27

88



10

04

04 96.8 %

06

27
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＜様式２＞

１．施策の方向性
①

②

③

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

京丹後市の歴史・文化・自然等を活用した学習を充実するため、小中一貫教育による「丹後学」を積極的
に展開します。特に、世界ジオパークに認定された山陰海岸ジオパークの地質遺産を活用し、小学生を
対象にフィールド学習を実施します。

子どもたちが地域の人々の仕事や生き方にふれることは、地域を再発見することにつながります。学校
支援ボランティアや丹後の歴史に精通した京丹後史博士等を活用し、地域の人々が学校園の教育活動
を積極的に支援する体制を拡充します。

文化財セミナーや京丹後史博士育成講座、文化財の見学等、市民を対象とした歴史・文化の学習機会
を充実します。また、京丹後史博士等の人材活用を図り歴史文化財の普及啓発に努めます。

市内の貴重な歴史・文化等を保護し後世に伝えるため、文化財の管理や建造物等の修繕、郷土芸能の
道具の更新、映像記録作成等を通して文化財の保全と活用を図り、伝統芸能を継承していきます。

京丹後市史編さん事業や発掘調査等の文化財調査での成果や刊行物を基に、郷土の文化財を活用し
市内外の人々の理解を深める活動を進め、地域づくりに活かします。

京丹後市ホームページのデジタルミュージアム、文化財ライブラリーなどインターネット環境を活用して、
丹後の優れた文化財、調査成果について発信していきます。

古代丹後を代表する網野銚子山古墳、赤坂今井墳墓等の史跡をはじめ、地域文化財の総合的な保存と
活用を進めることで郷土への誇りと愛着を培います。併せて文化財保存活用地域計画に基づき、丹後の
輝かしい資産を観光や地域振興に積極的に活かします。

市内の資料館施設で郷土の歴史や文化財の展示会を開催し、市民や市外の人々に、巨大古墳に象徴
される古代丹後の輝かしい歴史や、それ以降の丹後の歴史、丹後ちりめん、文化財や鳴き砂、ジオパー
ク等について理解してもらうための普及啓発を図ります。

児童生徒を対象とした社会科学習、郷土学習を進めます。

平成27年3月

資料館施設の整備充実を図り、市内外の人々が歴史や地域の文化財への関心を高める活動を推進し
ます。

平成27年度～
令和6年度

２．地域の文化財の総合的な保存と
　　活用

３．資料館施設等の整備充実

市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想」
と、その構想を実現するための各種施策を総合的、計画的に体
系化した「基本計画」

生涯学習課

「京丹後市文化芸術振興計画」に基づき、文化芸術に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、
関係機関及び団体と連携し、地域の特色を生かした文化事業を行うとともに、市民の自発的かつ日常的
な文化芸術活動を支援します。

市民の豊かな心を育むため、丹後文化会館など関係施設を活用して、市民が優れた文化芸術に親しむ
機会を充実させるとともに、丹後文化会館の改修に向け京都府に対し要望活動を進めます。

京丹後市文化芸術振興計
画

国史跡網野銚子山古墳整
備基本計画

「丹後王国」を代表する国史跡網野銚子山古墳に関して、京丹
後市史跡整備検討委員会を組織して専門的な立場、地元の立
場からの検討を加えて基本計画を策定した

京丹後市文化財マスター
プラン

市内に所在する多岐にわたる文化財を適切に保護し、その中か
ら特に学術的に重要で、まちづくりの観点からも価値が高いと判
断される史跡等文化財に対して、保存及び活用整備をすすめる
ための方向性を示すもの

平成18年10月
計画期間の定
めなし

市民が主体となって文化芸術活動に取り組み、楽しみを感じられ
る文化芸術のまちづくりを総合的かつ計画的に推進するために
策定

令和5年3月
令和5年度～
令和14年度

松本　優

基本的方針

京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書（内部評価結果）
担当課

計画概要

平成23年3月
当面の計画と
して概ね6年
間

当面整備計画として概ね6年
の計画も策定

担当課長
文化財保存活用課 村田　雅之

 【参考】施策に関連するその他の計画
策定年月 計画期間 備考

郷土の歴史や文化財の調査を進め特別展示、企画展を開催するとともに貴重な資料を保管し後世に伝
えます。

重点目標 6 歴史・文化芸術を活かし、豊かな感性と郷土への愛着と誇りを育みます

　学校・地域の連携により、京丹後市の歴史・文化等を学ぶ「丹後学」を進めるなど、子どもたちのふるさとへの愛着と誇りを育みま
す。また、市内の豊富な歴史文化資源の保護・活用に取り組み、資料館施設の整備充実と併せて、歴史文化について深い理解と関
心を持つ人材の育成・活用を進めます。
　また、市民や団体による主体的な文化芸術活動等を推進することにより、文化の薫り高いまちづくりに寄与します。

１．豊かな歴史文化等を学習する機
　　会の充実

第2次京丹後市総合計画

４．文化芸術活動の推進

令和4年12月
令和5年度～
令和9年度

計画名称

「丹後半島」における多彩な交流・交易、人々の暮らしが生み出
した歴史文化や文化財を「光」ととらえ、「光」を未来につなぐ誇り
あるまちづくりを進める指針とするもの

京丹後市文化財保存活用
地域計画

ＰＬＡＮ
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# 36 # # # # # #

２．主な取組と構成事務事業一覧

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

③

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

1

2

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

③

④

3

4

5

6

7

8

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

③

④

9

現状維持-             

R4決算額

47,561     

　市内で収集を続けている民俗資料等を収蔵・調査・公開する資料館として、来館者に本市の文
化を紹介し、文化財保護、啓発を図る拠点施設に位置付けており、資料館内外の収蔵資料の調
査や整理を行うとともに、学校教育とも連携を図りながら、市内の児童生徒へ向けて郷土の歴史
への関心を高める役割も果たす。

児童生徒を対象とした社会科学習、郷土学習を進めます。

郷土の歴史や文化財の調査を進め特別展示、企画展を開催するとともに貴重な資料を保管し後世に伝えます。

資料館施設の整備充実を図り、市内外の人々が歴史や地域の文化財への関心を高める活動を推進します。

　地域の特色と歴史を物語る重要な史跡等を、教育、観光、地域づくりの資源として有効に活用
するため、史跡整備を推進する。　網野銚子山古墳の保存・活用に向け史跡整備検討委員会で
検討を進め、令和5年度は史跡地内の整理伐採、墳頂部の補修盛土など、環境整備を実施す
る。

692          

文化財保存活用基金

53,666     

評価を踏まえた
今後の方向性

文化財保存活用課

市内の資料館施設で郷土の歴史や文化財の展示会を開催し、市民や市外の人々に、巨大古墳に象徴される古代丹後の輝かしい歴史や、それ以降の
丹後の歴史、丹後ちりめん、文化財や鳴き砂、ジオパーク等について理解してもらうための普及啓発を図ります。

-

5,253       

京丹後市ホームページのデジタルミュージアム、文化財ライブラリーなどインターネット環境を活用して、丹後の優れた文化財、調査成果について発信し
ていきます。

131,028    

　令和4年12月に文化庁の認定を受けた「京丹後市文化財保存活用地域計画」により、京丹後市
の歴史文化や文化財を後世に伝えるため、市民遺産会議を立ち上げるとともに、京丹後市文化
財保存活用地域計画推進協議会による進捗管理を行う。

2,602       

文化財保存活用課

　市内に残る遺跡等の適正な保存・活用のため、開発に先立つ発掘調査を実施して開発事業と
の円滑な調整を図るほか、令和２年度まで実施した網野銚子山古墳の発掘調査の成果を報告書
として公表するために、発掘調査の成果をまとめる整理作業を実施する。

遺跡整備事業 文化財保存活用課

２．地域の文化財の総合的な保存と活用 決算額 （単位：千円）

市内の貴重な歴史・文化等を保護し後世に伝えるため、文化財の管理や建造物等の修繕、郷土芸能の道具の更新、映像記録作成等を通して文化財
の保全と活用を図り、伝統芸能を継承していきます。

京丹後市史編さん事業や発掘調査等の文化財調査での成果や刊行物を基に、郷土の文化財を活用し市内外の人々の理解を深める活動を進め、地域
づくりに活かします。

現状維持11,943     　市内に所在する貴重な文化財を後世に残すために、修理や保全に係る事業に対して補助金を
交付するとともに、180件を超える市内指定文化財（国、府、市指定文化財）等を適切に維持管理
し、看板設置などにより指定文化財等の普及啓発を図る。

6,737       

現状維持

遺跡発掘調査等事業 文化財保存活用課

指定文化財等管理事業

4,642       

事務の改善

現状維持　京丹後市文化財保存活用地域計画に基づき、本市の貴重な文化財の保存及び活用を進める
ことを目的に、「文化財保存活用基金」に積み立てを行うもの。

郷土資料館管理運営事業《再掲》

事務の改善

R4決算額

古代丹後を代表する網野銚子山古墳、赤坂今井墳墓等の史跡をはじめ、地域文化財の総合的な保存と活用を進めることで郷土への誇りと愛着を培い
ます。併せて文化財保存活用地域計画を策定し、丹後の輝かしい資産を観光や地域振興に積極的に活かします。

9,927       

拡大

2,756       

-             

　市内で収集を続けている民俗資料等を収蔵・調査・公開する資料館として、来館者に本市の文
化を紹介し、文化財保護、啓発を図る拠点施設に位置付けており、資料館内外の収蔵資料の調
査や整理を行うとともに、学校教育とも連携を図りながら、市内の児童生徒へ向けて郷土の歴史
への関心を高める役割も果たす。

R6予算額

R5決算額 R6予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

古代の里資料館管理運営事業 文化財保存活用課

13,246     

評価を踏まえた
今後の方向性

主な取り組み

子どもたちが地域の人々の仕事や生き方にふれることは、地域を再発見することにつながります。学校支援ボランティアや丹後の歴史に精通した京丹
後史博士等を活用し、地域の人々が学校園の教育活動を積極的に支援する体制を拡充します。

文化財セミナーや京丹後史博士育成講座、文化財の見学等、市民を対象とした歴史・文化の学習機会を充実します。また、京丹後史博士等の人材活
用を図り歴史文化財の普及啓発に努めます。

事務の改善

2,173       1,716       

文化財保存活用課

現状維持

1             

R5決算額 R6予算額

３．資料館施設等の整備充実

主な取り組み

地域文化財総合活用推進事業

地域文化財総合活用推進事業【繰越】 文化財保存活用課

　市内に数多く残る文化財について、指針となる文化財保存活用地域計画の策定を行うことで、
市の歴史文化の特色や課題を明らかにするとともに、その課題解決に向け教育、観光、地域づく
り等の各分野が地域資源として有効活用につなげる。

文化財保存活用課

-             34,586     

R5決算額
評価を踏まえた
今後の方向性

事務の改善

R4決算額 R5決算額

13,353     15,913     現状維持
　丹後古代の里資料館は、市内の考古、歴史資料を収蔵・調査・公開する資料館であり、来館者
に本市の文化財を紹介し、文化財保護、啓発を図る拠点施設として位置付けている。　また、学
校教育とも連携を図りながら、市内の児童生徒へ向けて、郷土の歴史の関心を高める役割も果た
す。

主な取り組み

文化財保存活用課

651          現状維持4,860       5,227       

-             

決算額 （単位：千円）

-             

郷土資料館管理運営事業

１．豊かな歴史文化等を学習する機会の充実 決算額 （単位：千円）

１．豊かな歴史文化等を学習する機会の充実 決算額 （単位：千円）

R6予算額

※各事業の成果・課題について
は、別紙決算附属資料参照

京丹後市の歴史・文化・自然等を活用した学習を充実するため、小中一貫教育による「丹後学」を積極的に展開します。特に、世界ジオパークに認定さ
れた山陰海岸ジオパークの地質遺産を活用し、小学生を対象にフィールド学習を実施します。

主な取り組み
R4決算額

ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴＰＬＡＮ
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↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

10

11

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

12

 事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

13

14

15

1

2

３．教育振興計画で掲げている主な目標指標

年度

R6

R6

R6

R6

R6

R6

R6

-             

３．資料館施設等の整備充実 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
R4決算額 R5決算額 R6予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

R5決算額
評価を踏まえた
今後の方向性

現状維持

主な取り組み

現状維持

-             -             

資料館等指定管理施設運営事業 文化財保存活用課

8,770       

文化財保存活用課

　丹後古代の里資料館は、市内の考古、歴史資料を収蔵・調査・公開する資料館であり、来館者
に本市の文化財を紹介し、文化財保護、啓発を図る拠点施設として位置付けている。　また、学
校教育とも連携を図りながら、市内の児童生徒へ向けて、郷土の歴史の関心を高める役割も果た
す。

　琴引浜鳴き砂文化館において、本市の豊かな自然環境のシンボルである琴引浜の鳴き砂につ
いての展示や様々な体験事業を実施し、普及啓発を行うとともに、世界認定されている山陰海岸
ジオパークの拠点施設として、他の関連地域や施設と連携し積極的な事業展開に努める。

古代の里資料館管理運営事業《再掲》

-             

４．文化芸術活動の推進 決算額 （単位：千円） 事務の改善

R6予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

現状維持

R5

決算額 （単位：千円）

文化芸術に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、関係機関及び団体と連携し、地域の特色を生かした文化事業を行うとともに、市民の自
発的かつ日常的な文化芸術活動を支援します。

文化財保護一般経費

文化財保護審議会委員設置事業

事務の改善

　文化財の指定・解除等の諮問機関である文化財保護審議会で、文化財の保全及び活用につ
いて調査・審議を行うことで、市の文化財の保全や活用に資する。

167          185          127          

文化芸術事業《再掲》 生涯学習課

市民の豊かな心を育むため、丹後文化会館など関係施設を活用して、市民が優れた文化芸術に親しむ機会を充実させるとともに、丹後文化会館の改
修に向け京都府に対し要望活動を進めます。

-             -             現状維持　「文化芸術振興計画（令和4年12月策定）」に基づき、市民の豊かな心を育み、生きがいのある
生活を送ることができるよう、地域の生活文化を育て、ゆとりと潤いのある地域づくりを推進するた
め、各種文化芸術活動を支援する。

R6予算額

文化財保存活用課

上記の「主な取り組み」への位置付けが困難な事業

R4決算額

　学校・地域の連携により、京丹後市の歴史・文化等を学ぶ「丹後学」を進めるなど、子どもたちのふるさとへの愛着と誇りを育みます。また、市
内の豊富な歴史文化資源の保護・活用に取り組み、資料館施設の整備充実と併せて、歴史文化について深い理解と関心を持つ人材の育成・
活用を進めます。
　また、市民や団体による主体的な文化芸術活動等を推進することにより、文化の薫り高いまちづくりに寄与します。

目標指標 単位
計画作成時 実績値（現状） 目標値

7 R5 8

回 - R1

資料館、文化館入館者数 人

史跡整備 遺跡 6 H25

文化芸術事業の開催回数

42,000

文化協会加盟サークル数 R5

京丹後史博士の認定者数 人 -

100

京都府丹後文化会館利用者数

団体 170 H25 112

人 - R1 27,122

67 R5 120

文化財保存活用一般経費

統合（整理）

77,159     124,849    156,750    

　文化財保管施設の維持管理及び各種文化財保護関係団体の活動を推進し、文化財の保護と
活用を図る。

文化財セミナー、京丹後史博士講座等の文化財事業参加者数

基本的方針

13,808
(3施設）

H25 10,685

計

人

主な目標指標

200

54 R5

1,700

345          2,281       

1,468
(5事業、17講座)

R5 18,000

H25 668 R5

文化財保存活用課

-             -             329          

-             統合（整理）　文化財の保護と活用を図るため、郷土資料館、丹後古代の里資料館以外に所管している文化
財の収蔵施設等の維持管理を適切に行い、各種文化財保護関係団体の活動を推進する。　ま
た、市が所蔵する小牧源太郎の絵画を公開し活用を図る。

年度 年度

文化財保存活用課

R4決算額 R5決算額

10,204     10,329     
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４．施策の進捗状況の評価と今後の課題［基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか］

予定以上に進んでいる

予定どおり進んでいる

少し遅れている

大幅に遅れている

５．今後の施策展開の考え方（令和６年度での主な取組）

3
　丹後古代の里資料館、郷土資料館、琴引浜鳴き砂文化館を適切に維持管理するとともに、そ
れぞれ収蔵資料の内容から機能分化し、市民や外からの観光客に、地域学習や観光スポットとし
ての活用を図る。

×

進捗状況区分 評価 令和５年度成果と今後の課題

◎

▲

《文化財セミナー、京丹後史博士講座等の文化財事業参加者数》
　新型コロナウイルス感染症の関係で、京丹後史博士育成講座は休止し、京丹後市文化財セミナーは2回開催し
た（155名）。このほか、外部からの出前講座等の対応を行った（21回、513名）。
　今後は、セミナーや講座を通常通り開催し、目標値に近づけるようにしたい。

《資料館、文化館入館者数》
　新型コロナウイルス感染症の5類移行により、丹後古代の里資料館・郷土資料館・鳴き砂文化館は、全体として前
年度実績と比べ入館者は微増となった。
　今後は、各館ともに対策を講じながら開館、事業実施を行い、集客増につなげていきたい。

《史跡整備》
　網野銚子山古墳整備事業は、京丹後市史跡整備検討委員会の検討を進めながら平成29年度には環境整備基
本設計を実施し、平成30年度より整備工事を進めている。
　令和5年度は、検討委員会で検討を進め、史跡地内の整理伐採、墳頂部の保護盛土など、環境整備を実施し
た。令和6年度には完成予定である。

《京丹後史博士の認定者数》
　令和5年度は講座を開催を1回実施した結果、認定者数が1名増加した。今後は、講座の内容を改編することを
視野に入れ、令和6年度も開催予定。

《文化協会加盟サークル数》
　コロナ禍による活動の停滞及び会員の高齢化等のため多くの団体が脱退した（加盟団体112団体）。そのような
状況の中でも、各加盟団体が実施する教室や大会、市協会が実施する総合文化祭、サークル体験会を通じて、市
民へ芸術鑑賞機会を提供することができた。今後も、市民が文化力を高め、加盟サークル数増加にもつながるよう
協会を支援する必要がある。

《文化芸術事業の開催回数》
　優れた文化芸術を鑑賞・体験できる機会の創出に努めたとともに、地域文化活動の普及・振興を推進し、文化芸
術活動の充実を図ることができた。また、「京丹後市文化芸術振興計画」を適正かつ効果的に推進し、文化芸術に
よるまちづくりを具体的に進めるため「京丹後市文化芸術のまちづくり推進会議」が発足した。

《京都府丹後文化会館利用者数》
　コロナ禍に落ち込んでいた入場者数は令和5年度にようやく回復の兆しが見えてきたものの、まだホール稼働率
はコロナ禍以前の数値には戻っていない。近隣市町と連携し丹後地域全体での利用拡大計画を立てる必要があ
る。

○

施策展開の考え方

4
　市文化芸術振興計画に基づき、関係団体等と連携し、優れた芸術・文化の鑑賞機会の提供、
地域の特色を活かした芸術・文化活動を実施並びに支援するとともに、文化活動を支える人材育
成を地道に取り組む。

▲

2
　網野銚子山古墳の整備事業では、墳丘の補修、園路整備、周濠整備のほか、進入道路、駐車
場等の整備を行う予定である。これにより、市民や外からの観光客に、日本海側最大の前方後円
墳の姿を示し、地域学習や観光スポットとしての活用をはかる。

区分 No. 具　体　的　内　容

1

　令和4年度で策定した京丹後市文化財保存活用地域計画に基づき、庁内や関係団体との連携
を図り、多面的な文化財の保存・活用を進める。また文化財セミナー等の講演会、資料館施設で
の様々な展示、体験事業を開催するとともに、出前講座への積極的な対応も行い、学習する機
会の充実を図る。

ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ

ＡＣＴ
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＜様式２＞

１．施策の方向性
①

②

③

④

①

②

③

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

①

②

③

京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書（内部評価結果）
担当課

京丹後市スポーツ推進計
画

年齢や性別、障害等を問わず、広く市民がその適正やライフス
テージにに応じてスポーツに参画できるよう、中長期的な展望に
立った「京丹後市スポーツ推進計画」を策定するもの

平成26年3月
平成26年度～
平成29年度

第２次京丹後市スポーツ推
進計画（平成30年度～令和9
年度）

担当課長
学校教育課 上羽　正行

基本的方針

　子どもたちのスポーツに親しむ習慣の確立や体力づくりに取り組み、たくましく健やかな身体を育みます。また、子どもから高齢者ま
で、だれもが豊かで充実した生活を送ることができるよう、市民が生涯にわたってスポーツに取り組むことのできる環境づくりを進めま
す。
　食育は、生きるうえでの基本であり、知育、徳育及び体育の基礎となるものであることから、子どもたちが、自然の恩恵や「食」に関
わる人々への感謝、理解を深めるとともに「食」に関する適切な判断力を身に付けることを目指します。

学校園、家庭及び地域が連携して子どもの運動・スポーツ環境の充実を図るため、学校体育施設の開放や
学校支援ボランティア等を活用し、子どもの体力・運動能力の向上につながる取組みを進めます。

幼児、児童生徒が食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けることができるよう、給食を生きた教
材として活用するとともに、横断的な食育指導の充実を図ります。

地域の伝統的な食文化への理解を深め、郷土に関心を寄せる心を育むため、給食の献立に地元食材や郷
土食を積極的に取り入れます。

体験学習や調理実習等の活動を通じて、「食」への感謝の気持ちを育むため、家庭や地域、地元生産者等
と連携した食育の取組みを一層推進します。

スポーツ推進委員をはじめ公民館、ＰＴＡ等と連携し、各種ニュースポーツ教室等の実施や各種スポーツ行
事への協力等、スポーツの普及を図ります。

市民の多様なスポーツニーズに対応した活動を充実するため、体育協会等の活動及び組織強化を支援し
ます。

市民の健康づくりとして、年齢や体力、目的に応じた日常的なスポーツ活動を促進するため、市民総参加型
スポーツイベント「京丹後チャレンジデー」を開催するなど、効果的なスポーツ情報と機会の提供を進めま
す。

障害のある人や配慮が必要な様々な人が、障害の種類や程度に応じて、身近な地域で皆と一緒になって楽
しめるニュースポーツの普及推進に努めます。

自然豊かな地域とスポーツ資源を活用したスポーツイベントの開催、ジオパークの魅力を活用したアクティ
ビティの場や機会を提供することで、より多くの方々が気軽にスポーツができる環境づくりにつなげ、多面的
なスポーツ施策の展開を図ります。

スポーツを支えるスポーツボランティアの確保に向けた取組みを推進します。

2020年東京オリンピック・パラリンピックに向け、外国人アスリートなど、国際社会との交流を進める「ホストタ
ウン」の取組みと、「ワールドマスターズゲームズ2021関西」の開催を通じ、文化交流や地域の活性化を図り
ます。

学校体育団体と連携し、子どもたちの競技スポーツへの関心を高めるとともに競技力の向上を図るため、小
中学校の一貫した指導を進めます。

体育協会と連携し、京丹後市総合体育大会の参加者の拡大及び競技力の向上に向けて大会の実施方法
等について検討を進めます。

市民の競技スポーツへの関心を高めるため、トップアスリートによる指導機会の拡充に努めるとともに、ホス
トタウン相手国のオリンピアンを含む体表選手など、トップアスリートの競技を観戦する機会の提供に努めま
す。

青少年のスポーツ活動における指導者を育成するため、研修機会の充実を図るとともに、ジュニアアスリー
トの育成・支援の方法について検討します。

社会体育施設機能の維持・改善のため、老朽化が著しい社会体育施設の改修・修繕等を進めます。

社会体育施設の利用実態を把握して利用率の向上を図るとともに、利用率の向上が見込めない施設や老
朽化した施設は廃止するなど、全体のバランスを考慮した施設の配置を進めます。

あらゆるスポーツの基礎となる陸上の競技力向上及びスポーツ交流人口の拡大を図るため、峰山途中ヶ丘
公園陸上競技場の第３種公認陸上競技場としての整備を推進します。

生涯学習課 松本　優

重点目標 7 たくましく健やかな体づくりと生涯スポーツを推進します

４．競技力の向上

１．健康な体づくり

３．地域スポーツ活動の推進

６．スポーツ観光のまちづくり

２．食育の推進

５．社会体育施設等の整備充実

子どもの基本的な生活習慣の確立のため、学校園が連携し、発達段階に応じた系統的な指導を行うととも
に、その大切さについて家庭への啓発に努めます。

喫煙・薬物乱用などの防止、各種感染症や生活習慣病の予防等に関する指導、性に関する指導について、
子どもの発達段階に応じた系統的な指導を行います。

児童生徒の体力・運動能力の実態や課題を的確に把握・分析し、小中学校の教育活動全体を通じて一貫し
た体育指導を進めます。

第2次京丹後市総合計画
市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想」
と、その構想を実現するための各種施策を総合的、計画的に体
系化した「基本計画」

平成27年3月
平成27年度～
令和6年度

 【参考】施策に関連するその他の計画
計画名称 計画概要 策定年月 計画期間 備考

ＰＬＡＮ
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# 36 # # # # # #

２．主な取組と構成事務事業一覧

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

③

④ 青少年のスポーツ活動における指導者を育成するため、研修機会の充実を図るとともに、ジュニアアスリートの育成・支援の方法について検討します。

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

1

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

③

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

③

④

2

3

4

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

③

④

5

評価を踏まえた
今後の方向性

市民の多様なスポーツニーズに対応した活動を充実するため、体育協会等の活動及び組織強化を支援します。

障害のある人や配慮が必要な様々な人が、障害の種類や程度に応じて、身近な地域で皆と一緒になって楽しめるニュースポーツの普及推進に努めま
す。

市民の健康づくりとして、年齢や体力、目的に応じた日常的なスポーツ活動を促進するため、市民総参加型スポーツイベント「京丹後チャレンジデー」を
開催するなど、効果的なスポーツ情報と機会の提供を進めます。

スポーツ推進委員をはじめ公民館、ＰＴＡ等と連携し、各種ニュースポーツ教室等の実施や各種スポーツ行事への協力等、スポーツの普及を図ります。

現状維持

体育協会と連携し、京丹後市総合体育大会の参加者の拡大及び競技力の向上に向けて大会の実施方法等について検討を進めます。

青少年のスポーツ活動における指導者を育成するため、研修機会の充実を図るとともに、ジュニアアスリートの育成・支援の方法について検討します。

　市民へのスポーツの普及と振興を図るため、中核的な役割を担う（一社）京丹後市スポーツ協
会の活動を支援する。　また、京丹後市青少年スポーツ協会の活動を支援することで、青少年の
健全育成と体力の向上を図る。

主な取り組み
R4決算額 R5決算額 R6予算額

　スポーツ基本法に基づいて設置するスポーツ推進審議会を運営し、市民の意見を反映したス
ポーツ活動の推進を図る。　また、社会体育事業を円滑に実施するための事務経費のほか、全
国大会等出場者激励会の開催や懸垂幕を設置するなど、優れた成績を収めた選手を讃え、ス
ポーツ推進の機運を高める。

事務の改善

　市民にスポーツに関する指導及び助言を行うスポーツ推進委員を委嘱し、本市のスポーツ振興
を図る。　また、スポーツ推進委員の資質向上のため、各種研修会や研究大会に参加する。

生涯学習課

3,133       3,316       

3,108       3,983       現状維持3,268       

地域ｽﾎﾟｰﾂ推進事業

6,629       
　市民が生涯にわたり心身ともに健康で文化的な生活を送ることができるよう、体力の向上や健康
づくり等、年代や目的に応じて気軽に親しめるスポーツ機会を提供するほか、市総合スポーツ大
会の開催、京都府民総合体育大会への出場を支援する等、スポーツ人口の拡大とスポーツを通
した交流機会を確保する。

生涯学習課

3,641       

保健体育総務一般経費 生涯学習課

現状維持

決算額 （単位：千円） 事務の改善

京丹後市学校教育改革構
想

中学校卒業時に期待される学力を全ての生徒が確実に身に付
けることができるようにしていくため、保育所・幼稚園、小学校、中
学校の１０年間を見据え、より系統的で一貫性のある教育を実践
するための構想を策定

平成24年11月
計画期間の定
めなし

児童生徒の体力・運動能力の実態や課題を的確に把握・分析し、小中学校の教育活動全体を通じて一貫した体育指導を進めます。

子どもの基本的な生活習慣の確立のため、学校園が連携し、発達段階に応じた系統的な指導を行うとともに、その大切さについて家庭への啓発に努
めます。

計画名称 計画概要 策定年月 計画期間 備考

評価を踏まえた
今後の方向性

喫煙・薬物乱用などの防止、各種感染症や生活習慣病の予防等に関する指導、性に関する指導について、子どもの発達段階に応じた系統的な指導を
行います。

R5決算額

-             -             

２．食育の推進 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
R4決算額 R5決算額 R6予算額

　「京丹後市の学校教育改革構想」に基づき、保幼小中一貫教育の推進に向け、協議会及び専
門部会で調査研究を行う。　また、子どもたちの学びを支える教員の授業力と学級経営力を高め
るための研修を実施し、指導の一貫性を通じて子どもたちの確かな学力、豊かな心を育成する。

保幼小中一貫教育推進事業《再掲》 学校教育課

R6予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

学校園、家庭及び地域が連携して子どもの運動・スポーツ環境の充実を図るため、学校体育施設の開放や学校支援ボランティア等を活用し、子どもの
体力・運動能力の向上につながる取組みを進めます。

１．健康な体づくり 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
R4決算額

１．健康な体づくり 決算額 （単位：千円）

R6予算額
主な取り組み

R4決算額

事務の改善

※各事業の成果・課題について
は、別紙決算附属資料参照

評価を踏まえた
今後の方向性

R5決算額

評価を踏まえた
今後の方向性

19,290     

学校体育団体と連携し、子どもたちの競技スポーツへの関心を高めるとともに競技力の向上を図るため、小中学校の一貫した指導を進めます。

社会体育団体育成事業 生涯学習課

19,297     

市民の競技スポーツへの関心を高めるため、トップアスリートによる指導機会の拡充に努めるとともに、ホストタウン相手国のオリンピアンを含む体表選
手など、トップアスリートの競技を観戦する機会の提供に努めます。

主な取り組み
R4決算額

19,073     現状維持

 地域の伝統的な食文化への理解を深め、郷土に関心を寄せる心を育むため、給食の献立に地元食材や郷土食を積極的に取り入れます。

体験学習や調理実習等の活動を通じて、「食」への感謝の気持ちを育むため、家庭や地域、地元生産者等と連携した食育の取組みを一層推進します。

R5決算額 R6予算額

幼児、児童生徒が食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けることができるよう、給食を生きた教材として活用するとともに、横断的な食育指
導の充実を図ります。

-             統合（整理）

ｽﾎﾟｰﾂ推進委員活動事業

３．地域スポーツ活動の推進

6,863       6,281       

４．競技力の向上 決算額 （単位：千円）

ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴＰＬＡＮ
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↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

③

6

7

8

9

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

③

10

11

1

2

３．教育振興計画で掲げている主な目標指標

年度

R6

％ R6

％ R6

％ R6

久美浜湾ｶﾇｰｾﾝﾀｰ管理運営事業 生涯学習課

　豊かな自然の中で、カヌーを通して市民のスポーツ及びレクリエーションの振興を図り、心身の
健康づくりに資するとともに、本市のスポーツ活動の拠点の一つとして地域の活性化に資するた
め、カヌーセンターの管理運営を行う。

都市公園等維持整備事業

ｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄ推進事業 生涯学習課

5,784       8,596       

2020年東京オリンピック・パラリンピックに向け、外国人アスリートなど、国際社会との交流を進める「ホストタウン」の取組みと、「ワールドマスターズゲー
ムズ2021関西」の開催を通じ、文化交流や地域の活性化を図ります。

事務の改善

生涯学習課

48,498     

現状維持　観光分野と連携し、各種スポーツイベントの開催を支援することで、スポーツを通じた本市の魅
力を発信し、交流人口の増加を図る。

平日、午前７時より前に起きる生徒の割合＜中学校＞
　　　　77.2
「全国学力・学習
状況調査」生徒
質問紙

現状維持　市民が生涯にわたって、心身ともに健康で文化的な生活を送ることができるよう、スポーツ活動
やレクリエレーション活動の拠点となる社会体育施設の維持管理等を行う。

R6予算額

社会体育施設の利用実態を把握して利用率の向上を図るとともに、利用率の向上が見込めない施設や老朽化した施設は廃止するなど、全体のバラン
スを考慮した施設の配置を進めます。

あらゆるスポーツの基礎となる陸上の競技力向上及びスポーツ交流人口の拡大を図るため、峰山途中ヶ丘公園陸上競技場の第３種公認陸上競技場
としての整備を推進します。

５．社会体育施設等の整備充実 決算額 （単位：千円）

　都市公園を適正に維持管理し、市民が快適で安全・安心に利用できるようにする。

６．スポーツ観光のまちづくり 決算額 （単位：千円）

主な取り組み
R4決算額 R5決算額

R5決算額
評価を踏まえた
今後の方向性

182,249    

主な取り組み

54,837     

生涯学習課

44,367     

体育施設管理運営事業

R4決算額

社会体育施設機能の維持・改善のため、老朽化が著しい社会体育施設の改修・修繕等を進めます。

2,233       5,116       3,610       

事務の改善

1,471       1,533       2,725       

社会体育用学校開放施設管理運営事業 生涯学習課

現状維持　地域の身近な施設である学校体育施設を開放及び維持管理することにより、市民のレクリエー
ション活動や各種サークル活動、また、青少年スポーツ教室や各種スポーツ競技団体の活動等
の促進を図る。

現状維持

2,864       現状維持

現状維持

52,420     

5,148       

R6予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

自然豊かな地域とスポーツ資源を活用したスポーツイベントの開催、ジオパークの魅力を活用したアクティビティの場や機会を提供することで、より多く
の方々が気軽にスポーツができる環境づくりにつなげ、多面的なスポーツ施策の展開を図ります。

スポーツを支えるスポーツボランティアの確保に向けた取組みを推進します。

74,502     

目標指標

平日、午前７時より前に起きる児童の割合＜小学校＞
　　　　88.4
「全国学力・学習
状況調査」児童
質問紙

H25

全国学力・学習
状況調査及び京
都府学力テストの
児童生徒質問項
目から外れたた
めデータなし

朝食を毎日食べる児童の割合＜小学校＞

主な目標指標

単位
計画作成時 実績値（現状）

年度 年度

92.6

全国学力・学習
状況調査及び京
都府学力テストの
児童生徒質問項
目から外れたた
めデータなし

R5

％
　　　　97.8
「全国学力・学習
状況調査」児童
質問紙

朝食を毎日食べる生徒の割合＜中学校＞
　　　　91.1
「全国学力・学習
状況調査」生徒
質問紙

H25

R5 95％以上H25

　子どもたちのスポーツに親しむ習慣の確立や体力づくりに取り組み、たくましく健やかな身体を育みます。また、子どもから高齢者まで、だれも
が豊かで充実した生活を送ることができるよう、市民が生涯にわたってスポーツに取り組むことのできる環境づくりを進めます。
　食育は、生きるうえでの基本であり、知育、徳育及び体育の基礎となるものであることから、子どもたちが、自然の恩恵や「食」に関わる人々へ
の感謝、理解を深めるとともに「食」に関する適切な判断力を身に付けることを目指します。

278,448    177,651    

2,213       

計

　ワールドマスターズゲームズ関西（WMG）関連事業開催を推進し、本市のスポーツツーリズムや
インバウンドの増加、障害者スポーツの基盤づくり、スポーツによる地域の活性化を図る。

141,698    

ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ関西推進事業 生涯学習課

1,749       

基本的方針

目標値

100

R5 95％以上

100H25 94.8 R5
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年度

％ R6

％ R6

R6

R6

R6

R6

R6

R6

４．施策の進捗状況の評価と今後の課題［基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか］

予定以上に進んでいる

予定どおり進んでいる

少し遅れている

大幅に遅れている

R5 18,600

京都府民総合体育大会入賞競技数

R5 100

実績値（現状） 目標値

年度

R5

目標指標

平日、午後11時より前に寝る児童生徒の割合＜小学校＞

年度

65.0
(国の目標）

平日、午後11時より前に寝る児童生徒の割合＜中学校＞

H25
８種目中５
種目

主な目標指標

公共スポーツ施設の利用回数

R1 12,078

H25

成人の週１回以上のスポーツ実施率 ％
　　　　21.6
市民アンケート
調査結果

競技
　　　　　　6
京都府民総合体
育大会結果

7 10

全種目

中学生(２年生）の体力テスト全国平均以上 種目 全種目

小学生(５年生）の体力テスト全国平均以上 種目
８種目中７
種目

H24

８種目中４
種目

H25
８種目中４
種目

計画作成時

　　　　45.0
「全国学力・学習
状況調査」生徒
質問紙

H25

全国学力・学習
状況調査及び京
都府学力テストの
児童生徒質問項
目から外れたた
めデータなし

R5 90％以上

　　　　91.6
「全国学力・学習
状況調査」児童
質問紙

H25

全国学力・学習
状況調査及び京
都府学力テストの
児童生徒質問項
目から外れたた
めデータなし

R5

33.3 R5

単位

R5

▲

◎

○

○

進捗状況区分

スポーツイベント参加者数 人 -

評価 令和５年度成果と今後の課題

14,000R5回
　　11,253
公共施設利用状
況調査結果

H24 13,862

×

《朝食を毎日食べる児童生徒の割合》
　朝食を毎日食べる児童生徒の割合は、小中学生ともに減少したが、高い水準で推移している。各校園における家
庭向けの啓発及び児童生徒への丁寧な指導により確実に定着してきているが、朝食を食べていない児童生徒がい
ることにも注視し、今後も保護者との連携を更に密にすることで、児童生徒全員が朝食を毎日食べる取組を進めて
いく必要がある。

《平日、午前７時より前に起きる児童生徒の割合》
　全国学力・学習状況調査及び京都府学力テストの児童生徒質問項目から外れたためデータなし。

《平日、午後11時より前に寝る児童生徒の割合》
　全国学力・学習状況調査及び京都府学力テストの児童生徒質問項目から外れたためデータなし。

《小学生(５年生）の体力テスト全国平均以上》
　握力、上体起こし、長座体前屈が全国平均を下回った。男子の握力の数値は全国を上回っている。引き続き、体
育科を含む各校の教育活動全体を通した体力づくりの取組等により、意識的に課題のある筋力・柔軟性などの運
動能力について克服していく必要がある。

《中学生(２年生）の体力テスト全国平均以上》
　 令和5年度については、握力、上体起こし、長座体前屈、ハンドボール投げなどの筋力、柔軟性、投力を図る項
目が全国平均を下回った。その他の項目に関しては全国平均を上回っている。引き続き、課題を踏まえ、体育科を
含む各校の教育活動全体を通した体力づくりの取組等により、意識的に課題のある運動能力について克服してい
く必要がある。

《成人の週１回以上のスポーツ実施率》
　徐々に地域での社会体育の取組を進めつつあるが、コロナ渦以前の実施状況には戻っていない。健康増進と体
力の向上を図るためスポーツ推進委員が中心となって開催する地域でのニュースポーツ教室やノルディックウォー
キング教室等を開催し、参加者を増やす工夫が必要である。

《京都府民総合体育大会入賞競技数》
　令和5年度から、法人化した市スポーツ協会が本格的に運営を開始した。新型コロナウイルス感染症も落ち着き、
7競技が入賞を果たした。今後も競技力の向上を目指し、入賞競技数の増を目指す。また、将来性を有するジュニ
アアスリートを養成する支援体制を整えることが重要である。

ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ
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５．今後の施策展開の考え方（令和６年度での主な取組）

5

令和５年度成果と今後の課題

区分 No. 具　体　的　内　容

《公共スポーツ施設の利用回数》
　 令和4年度の無料開放時は、多くの利用があったが、無料開放が終了した今年度については、利用回数が少し
減少したが、コロナ渦以前の水準に比べると増加している。
　今後は、公共施設の見直し計画による施設の集約化や指定管理者制度の導入等、より市民のニーズに則した施
設環境づくりとスポーツ機会の提供が求められる。

《スポーツイベント参加者数》
　 令和5年度については、新型コロナウイルス感染症が5類に移行したことで、予定していたスポーツイベントは、す
べて開催することができ、スポーツ観光のまちづくりを推進するためのスポーツができる環境を提供することができ
た。今後も引き続き、各種イベントについて、地域資源を取り入れながら、参加者増と地域活性を図る必要がある。

　交流人口の増加等、地域活性化を図るため、事業効果の高いスポーツイベントを推進するとと
もに、WMG関西に向けた準備や取組を推進する。

施策展開の考え方

　子どもたちの基本的な生活習慣を確立させるため、学校園が連携し、発達段階に応じた指導を
継続するとともに、丹後学を通じた学習や、地産地消・給食指導など、家庭、地域と連携した食育
の取組を更に推進する。

2
　市民のニーズに合ったスポーツの推進や、各地区の事業やＰＴＡ活動への協力を行うなど、関
係団体等と連携しながら、多くの人がスポーツに親しめる機会を設ける。

3
　京丹後市スポーツ協会の更なる組織強化や事業充実等に向けた支援を継続し、各種スポーツ
大会の実施や府民総合体育大会への出場選手の拡大を図り、競技力の向上を目指す。

4
　市内には多くの社会体育施設が点在しているが、地域の大切なコミュニティの場としての役割も
大きいため、計画的な施設の修繕を実施する一方、利用が少ない施設の維持管理などについて
見直しを行う。

1

ＡＣＴ
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